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   図2－1－3 実験装置（実験2）
               di 6mm
               ¢35． mm
   図2－1－4 空気出口部（実験2）
     一気泡の大きさ一
     約8mm（β＝0．Ol～0．05）
験1と同様である。
T－Type （¢ 1）
                           B ＝ o．02
                           空気流量0．06Nl／min
                           水流量3．O Vmin
空気を内径3．5mmの銅管を使用して実験装置の横から上に向けて混入した。水の流入方法は実
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              図2－1－5 実験装置（実験3）
            ma ¢23mm
                 ¢ 8mm
   図2－1－6 空気出口部（実験3）
      一気泡の大きさ一
      約2mm（β＝0．Ol～0．08）
 細かな気泡を作るために水槽に使用されている「丸ストーン」
使用した銅管の上部に取り付けた。
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   qh＝ （T． 一 Tf ） （3）
Trは、衝突噴流水温度である。
 単相流の衝突噴流の熱伝達率は、数多く行われており経験式も確立している。Martin C l）は、水
及び空気流体を用い、滑らかなノズルを配列した実験に関し、次の経験式（4）を提示している。
〔，凱一・Vli 1．α1諾評
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伝熱面表面温度（℃） 銅棒内温度勾配 熱流束（kW／m2） Re」！． NuLIPrLo・42
最高値 29．3 0．6 237．4 10162 59．7
最小値 ！4．8 0．46 182．4 2617 22．4
＜実験2＞
伝熱面表面温度（℃） 銅棒内温度勾配 熱流束（kWlm2） Re」1． NuLIPrLO・42
最高値 38．4 0．6 234．8 12850 74．6
最小値 22．7 0．48 187．5 3120 26．3
〈実験3＞
伝熱面表面温度（℃） 銅棒内温度勾配 熱流束（kWlm2） Rejl、 Nu、／PrLo・42
最高値 30．2 0．6 238．5 10620 55．0
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               Po ＝ p． ＋ 1 pv．2 （i i）
                   2
で表せる．つまり、・ズ，レから気泡が酬されることにより動圧を赫項である⊥ρv．・カ1変化し、
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第7章付録
46
付録
一伝熱が良いときの噴流パターンー
＠
実験2
B ＝O．02
空気流量0．1Nl／min
水流量5．511／min
47
一伝熱が悪いときの噴流パターンー
i）気泡が停滞する様子
＠
＠
実験2
B ＝＝o．03
空気流量0．06Nl／min
水流量2．511／min
48
i）気泡合体する様子
（il））
＠
＠
＠
実験3
B ＝o．02
空気流量0．06Nl／min
水流量3．511／min
49
血）空気と水が交互に噴射される様子
（il）
＠
＠
＠
＠
＠
実験2
B ＝O．s
空気流量15Nl／min
水流量4．011／min
50
一実験値にバラツキがあるときの噴流パターンー
＠
実験2
B ＝O．02
空気流量0．lNl／min
水流量5．511／min
＠
実験2
B ＝＝O．02
空気流量0．06Nl／min
水流量3．O l／min
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